
菊朋会会員の皆さまにお

かれましては、お元気でご

活躍のことと存じます。

さて、この度 17 年もの

長きに亘り菊朋会会長とし

て会の運営を支えてくださ

いました林会長に変わりま

して、会長を引き継がせて

頂きました昭和 45 年卒業

国文科五期生の橋本清美で

ございます。一昨年四国支

部会支部長として、久し振りに菊朋会の活動に参加させていた

だくことになり、今回会長という大役を仰せつかりました。四

国支部長との兼任になりますが、林会長が築き上げ守ってくだ

さった菊朋会の灯を消すことのないように、本部役員の方や会

員の皆さまの支えを頂きながら頑張って参りますので、ご協力

宜しくお願い申し上げます。

昨年は、城南学園創立 80周年・短期大学創立 50周年という

記念すべき年になりました。9月 27 日（日）「菊朋会」と高等学

校同窓会「翠和会」との合同記念行事を開催いたしましたところ、

たくさんの方々にご参加頂き活気あふれる総会および記念行事

となり、大成功を収めることが出来まし

た。ご協力・ご参加誠にありがとうござ

いました。心より厚く御礼申し上げます。

久しぶりにお会いする同窓生や先生方と

昼食を囲みながらの会話も弾み、新しい

学舎の見学に学生時代を懐かしみ、西川

ヘレンさんご自身の経験を踏まえた家族

愛についての講演に感動するなど、盛り

だくさんの行事で充実した一日となりま

した。毎年 6月に開催しております総会

もこれを機に、実り多い会になるよう努

力をして参ります。

今年 6月の総会も別紙でご参加を御願

いしております。ぜひ、お友達お誘い合

わせの上ご参加くださいますようお待ち

しております。

これから先、皆様方とはお会いできる

機会も多くあることと楽しみにしており

ます。簡単ではございますが会長就任の

ご挨拶と致します。

日帰りバスツアー 大津、信楽方面へ
～同窓生と一緒に楽しい時間を過ごしましょう～平成28年6月26日（日）

■日　　時：平成28年6月26日（日）
■集合場所：天王寺公園入口付近（役員が立っています）
■受付時間：9：15
■会　　費：5,000 円（総会費、昼食代）
■議　　題：�前年度活動報告・決算報告・今年度活動計画案・予算案・

学生支援育英会について
■申込締切：�出欠は同封の返信ハガキにて、5月末必着でお申込下さい。
　　　　　※ハガキには空欄のないように、必要事項をご記入ください。
■問合せ先：�大阪城南女子短期大学　総会係

　　　　　　　　☎ 06-6702-9783（担当：長橋・白石）
　　　　　※�お問い合わせのお電話は平日（月～金）の 9：30～ 16：30

にお願いします。
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会 長　橋 本  清 美

新任のご挨拶

第50回菊朋会
総会・懇親会の
ご案内



2 菊　朋　会　会　報 平成28年5月1日（第48号）

　昨年度は、城南学園創立 80 周年・短大開学

50周年という記念すべき年度にあたり、菊朋会

の皆様にも多大なご協力をいただいたことに心

より感謝いたします。

　昨年 9月 27 日に開催されました学園ホーム

カミングデーには、400 名を超える同窓生が全

国から集ってくださいました。特別イベントと

して企画していただいた西川ヘレン氏の講演は、

子育て・介護等に関する心に響くものでした。

その模様は、後日テレビでも紹介されました。

　11 月 15 日にはシェラトンホテル大阪にて記

念式典・祝賀会が盛大かつ温かい雰囲気の中で

行われ、私は短大学長として次のような趣旨の

報告をしました。『新しいステージを迎えた本学

は、城南短大の強みである「総合学園のネット

ワーク」「地域のネットワーク」「面倒見の良い

教員力・職員力」を活かして「地域と共に生き

る城南女子短大―学びと体験の融合―」をモッ

トーに教育を推進する。』と。

　この 10年間の短期大学をめぐる状況は、学校

数も年々減少が続くなど、厳しい運営状況が依

然として続いています。まさに「短大冬の時代」

と言わざるを得ません。しかし、本学においては、

これからも、建学の精神「自主・自律」「清和・

気品」を継承しつつ、「教育・福祉」を旗印とす

る城南学園の経営方針の下で、社会の変化を誠

実に捉えて、多様な人々の修学ニーズに応える

短大として社会貢献できるよう努めてまいりま

す。

　本学の最大のスロトングポイント（強み）で

あり財産は、社会の各界で頑張っている卒業生

（菊朋会会員）が約18000人もおられることです。

これからも、ぜひ母校を応援していただくよう、

よろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、長年にわたり菊朋会を

まとめてこられた林光子前会長に心から感謝申

し上げるとともに、橋本清美新会長のもと菊朋

会がますます発展されることを期待しておりま

す。

菊朋会会報に
寄せて

大阪城南女子短期大学

学 長　西 川 　 仁 志

平成 26年度は全 10回の運営委員会を行いました。

主な活動内容は下記の通りです。

短大事務局　TEL（06）6702-9783

　会員（卒業生）の皆様のご期待に添えますよう、議案の検討、行事等の

企画、運営に努力いたしますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　楽しい企画やご意見等は、下記までご連絡ください。

●会報（第46号）の発行、発送
●会報（第47号）の企画、編集
●総会の開催
●平成27年度総会の企画、検討
●卒業記念品（パールのネックレス）の決定
●幹事会の企画、検討、開催
●学生支援育英金制度の検討
●支部活動（支部総会）の企画、検討、開催
　＜学生支援育英金選考委員＞

平成26年度
運営委員会
活 動 報 告
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平成 27 年 9 月 27 日（日）今回の総会は、80 周年は

母校の大阪城南女子短期大学にて開催されました。役員・

教職員を含む総勢 155 名の参加者となりました。学園創

立 80周年、大阪城南女子短期大学 50周年という記念の

年ということもあり、いつもより多くの参加者の方にお越し頂きありがとうございました。総会の開催に際し、

林会長の挨拶、そして西川学長よりお話を頂きました。その後、議題に移り、各委員より平成 26年度の活動報

告、会計報告、会計監査報告、広報委員についての説明が行われました。今年度は役員改選に伴い、長年会長

を歴任されてきた林光子会長から橋本清美会長へとバトンが受け継がれました。また、役員も新たな役職へと

変更されました。次に、平成 27年度の活動計画案と予算案の報告が行われ、すべての議案に関して承認をいた

だきました。総会のあとは、昼食を取りながら懇親会を行いました。卒業してから初めて母校を訪れた会員の方々

より、学舎の変化に驚きの声を多くいただきました。また、久しぶりに会われた学友と短大時代の懐かしい話

に花を咲かせておられました。

さて、今年は菊朋会 50周年の記念の年です。皆さん、たくさんのご参加をお待ちしております。

第49回　
菊朋会　
総会・懇親会報告

役員紹介 昼食・懇親会受　付

総会委員　長 橋 　 幸 恵



4 菊　朋　会　会　報 平成28年5月1日（第48号）

平成26年度　菊朋会決算報告書 （平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）

項　目 予　算 決　算 差引残高

事

業

費

総 会 運 営 費 430,000 494,574 ▲ 64,574
幹 事 会 費 1,679,166 1,679,166 0 
会 報 印 刷・ 発 送 費 0 0 0 
レディース講座活動費 527,220 450,360 76,860 
卒 業 記 念 品 代 100,000 64,140 35,860 
支 部 等 活 動 費 37,500 49,704 ▲ 12,204

会 議 費 350,000 50,000 300,000 
広 報 費 30,000 33,240 ▲ 3,240
慶 弔 費 10,000 10,816 ▲ 816
通 信 費 400,000 309,360 90,640 
役 員 活 動 費 200,000 144,400 55,600 
交 通 費 5,000 350 4,650 
事 務 用 品 費 0 6,144 ▲ 6,144
予 備 費 7,962,324 8,334,168 ▲ 371,844

合　　　　計 11,731,210 11,626,422 104,788 

特別会計（学生支援育英金）5,000,000 円
収入の部� （単位：円） 支出の部� （単位：円）

前 年 度 繰 越 金 5,010,000 学生支援育英金 100,000 
寄 付 金 20,000 次 期 繰 越 金 4,930,000 

合　　計 5,030,000 合　　計 5,030,000 

特別会計（定期積立金）30,000,000 円
収入の部� （単位：円） 支出の部� （単位：円）

前 年 度 繰 越 金 30,000,000 0
次 期 繰 越 金 30,000,000

合　　計 30,000,000 合　　計 30,000,000

支出細目

上記の通り、菊朋会の平成 26 年度収支決算を致しました。

　　平成 27 年 3 月 31 日　� 会　長：林　　光子

会　計：板尾　浩子

会　計：白石　博子

一 般 会 計
収入の部� （単位：円） 支出の部� （単位：円）

前 年 度 繰 越 金 8,261,210 事   業   費 2,688,240 
会 費（ 本 科 ） 3,105,000 会   議   費 49,704 
総 会 会 費 245,000 広   報   費 50,000 
支 部 活 動　 会 費 8,000 慶   弔   費 33,240 
レディース講座参加費 0 通   信   費 10,816 
利 息 等 雑 収 入 7,212 役 員 活 動 費 309,360 

交   通   費 144,400 
事 務 用 品 費 350 
手 数 料 費 6,144 
次 期 繰 越 金 8,334,168 

合　　計 11,626,422 合　　計 11,626,422 

総会開催とともにホームカミングデイとして、様々なイベントが行われました。10：30 からのオープニ

ングでは、中尾理事長からご挨拶をいただき、続いて短期大学の油井宏隆先生、同じく短期大学の山田千

智先生のピアノ演奏によるオペラコンサートが行われました。13：30 からは、城南学園高校の在学生によ

るブラスバンド演奏が行われまし

た。懐かしい曲のメドレーのあり、

会場は大盛り上がりでした。

14時より学園創立 80周年の記念講演と

して、西川ヘレン氏による「大家族　支え

愛　見守り愛　励まし愛」が行われました。

ご自身の生い立ちの話から始まり、西川き

よし氏との結婚、ご家族の介護の経験談を

笑いあり、涙ありの内容に会場の会員さん

の中にも共感された方が多く見られ、感動

の拍手が止みませんでした。

学園80周年記念　ホームカミングデイ報告
～久しぶりに懐かしい母校で同級生、先生方と語りませんか？～



アンケート 58名より回収しております。

第49回　菊朋会　総会・懇談会

アンケート集計
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１．回収させて頂いた方は

3．今回の総会・懇親会のご感想をお聞かせください。

2．今回、参加された理由は

◦�城南学園創立 80 周年という意義深き時に今回の総
会に参加させていただくことができたこと感謝して
おります。卒業して初めて短大の場所とか見て嬉し
かったです。素晴らしい坂上記念ホールにも入るこ
とができたことにも嬉しく思います。有難うござい
ました。
◦��大変良かったです。油井先生、山田先生のコンサー
トはとても盛り上がりました。
◦��同期ではない先輩方、後輩の方々と年齢関係なく思
い出話など色々と楽しくお話しができて、参加させ
て頂き本当に良かったです。菊朋会役員の方々にお
礼申し上げます。
◦��同級生はいなくて少しさびしかったが、先生に会え
て良かった。
◦��新しい役員さん方よろしくお願いします。美味しい
お弁当、有難うございました。
◦�色々な世代の人達と話が出来て良かったです。
◦��こんな総会をやっている事すら知らなかった。
◦�久々に校舎に足を踏み入れる事ができ、懐かしく思
いました。
◦�自分が卒業した学校が発展していることを嬉しく思
いました。
◦�初参加ですが来て良かったです。1人で来ましたが、
全く問題なかったです。

◦��卒業以来で、学舎内を見て回れるとのことでしたの
で、久しぶりに当時の学舎を見たくて参加した。
◦��元気な母校の発展と先輩の皆様にお会いしたいと思
いました。
◦��今まで参加したことがなかったから
◦��毎年 6月は来れない時期ですが、今回 9月開催だか
ら参加できました。
◦��友人と 2人で 20数年ぶりに会いました。
◦��お手紙（会報）いただき、懐かしく思い参加させて
頂きました。
◦��学園創立 80周年の記念の年なので、35年ぶりに卒
業して初めて友達と再会したくて参加しました。
◦��西川ヘレンさんの講演会があるので参加した。

◦��高校・短大の先生にお会いしたかったから。
◦��本部役員様のご苦労を考えれば、総会には毎年参加
出来るようにしたいと思っております。

◦��アンケートの回収者は？

■菊朋会会員（卒業生）
■城南短大教職員

平成28年度　
レディース講座

クラッシックショコラを作り♪
今回のレディース講座は、本学の現代生活学科の講師・岡本先生の

指導のもと、「クラッシックショコラ作り」を平成 28年 2月 13日（土）

に行いました。役員も含め、35名の方に参加していただきました。

翌日がバレンタインデーということもあって、とても和やかな雰囲

気で参加者の方も楽しんでくださり、自分で作ったクラシックショコ

ラをお土産に、皆さん笑顔で帰られました。

今後も皆さんに喜んでいただけるような企画を考えていきたいと思

います。

ぜひ、次回のレディース講座にもご参加ください。

57

1



短大ホームページ内に＂菊朋会ホームページ作成中＂coming soon!!
アドレス：www.jonan.jp/tandai/
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　2013 年度より、菊朋会ではFacebook と Twitter の利用を始めました。

　普段の会報とはまた少し違った雰囲気で、もっと身近に卒業生との繋がりやいろいろな

情報を発信できる場にしたいと思っていますので、興味のある方はぜひ見てみてください。

Facebook
→ https://www.facebook.com/kikuhoukai.jonan

Twitter
→ https://twitter.com/kiku_dousoukai

（※Facebook とTwitter 共に、利用の際はアカウント登録が必要になります）

Facebookと Twitter はじめました！

住所が変更された方、会報が届いていない会員をご存知の方は、はがきまたは短大事務局まで
お知らせ下さい。

平成26年度
幹 事 会
活動報告

　本年度も、幹事の皆様に「幹事の役割」を理解していただき、今後の菊朋会

を盛り立てていくため、平成 27年 3月 19 日（木）午後 12時 30 分より説明及

び顔合わせを兼ねた「幹事会」を短大近くの木

曽路で開催いたしました。

　参加人数は 26年度卒業され新しく菊朋会幹事

になられた8名と役員9名を含めた17名でした。

　菊朋会のことは、聞いたことは

あったけどどういった会なのかあま

り知らなかったので様々な話がきく

ことができてたのしかったです。他

の学科の人と関わる良い機会で、こ

れからも城南との関わりをもつ上で

も良い会であると思うので、ぜひ同

窓会などみんなに呼びかけて集まり

たいなと感じました。楽しい会をあ

りがとうございました。�

総合保育学科 49 期　井上　葵

　今回の幹事会で菊朋

会についてわかりやす

く説明していただき、

菊朋会がどういった活

動をしているのかよく

わかりました。とって

も楽しい幹事会でし

た。ありがとうござい

ました。

現代生活学科 49 期 

山田 裕美

幹事会に参加して

城南学園保育園が開園いたしました平成28年4月1日

　3月 25日に開所式、4月 2日

に入園式が行われました。

学園からのお知らせ
　城南学園創立80周年記念事業の1つとして記念誌を発行いたしました。

　記念誌を国会図書館ほか全国都道府県立・大阪府各市立図書館へ 寄贈

いたしましたのでお近くの図書館より検索し、ご覧ください。
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　私は、平成 14年 3月に人間福祉学

科を卒業しました。その年の 4月か

ら社会人としての不安と希望を胸に、

社会医療法人・生長会へ就職しまし

た。私は、介護老人保健施設・ベルモ

アールに配属となり、介護福祉士として 8年間勤務しま

した。老健では、要介護度の高いフロアに居り、医療ニー

ズの高い利用者様や看取り等様々な経験をさせてもらいま

した。現在は、同施設併設のヘルパーステーションへ移動

し、早いもので 5年となりました。異動を機にリーダー

へ昇進し、サービス提供責任者として、施設での経験を生

かし、利用者様に住み慣れた在宅で出来る限り自分らしい

生活を送って頂けるようサービス提供を行っています。就

職し、13年の間には、結婚、2人の子どもを出産し、家事・

育児・仕事の両立とくじけそうになったこともありました

が。現在もこうして楽しく仕事ができているのは、家族は

もちろん、職場の上司・先輩・同僚のお陰と心から感謝し

ています。また、こうして恵まれた環境で働けているのも、

大阪城南女子短期大学・人

間福祉学科に入学し、優し

くアドバイスして下さっ

た先生方、一緒に学べた仲

間がいて介護福祉士の資

格を取得したからこそ現

在があります。本当にあり

がとうございました。

人間福祉学科 1 期  栗田（森本）彩子

国文科　14期　石田（大谷）千鶴
二人の息子も結婚し、二人の孫もでき

ました。家族が増えるっていいですね。

改めて生まれて来る命の偉大さを感じ

ている毎日です。

国文科　16期　武田晃代
娘二人に子供が出来て嬉しい日々を

送っています。孫二人男の子で会うた

び振り回されていますがこれからも孫

の為に頑張って働いております。いつ

か再会出来る事を楽しみにしていま

す。

国文科　16期　神原（山下）美智代
国文科 16 期の皆様お元気でしょう

か？「会員だより」で武田晃代さんの

おたよりを拝見し、短大時代の想い出

が甦ってきて懐かしくなりました。

家政科　4期　古田（山下）文子
今年から健幸ポイントプロジェクトに

参加しています。体操やウォーキング

をして、歩数計・体組成でデーターを

パソコンに取込ます、自分自身のハゲ

ミになります。

家政科　22期　大村（杉本）裕美
会報をなつかしく拝見させて頂いてお

ります。学生の頃の友人と今でも親し

くお付き合いをさせて頂いてます。今

はフェイスブックやツィッタ－などで

再会も出来ました。

生活学科　26期　明石（中堀）総子
今年は調理師試験を受ける為、卒業証

明書をもらいに久しぶりに城南女子短

大をおとずれました。まわりの様子が

色々と変わっていて時の流れを感じま

す。

幼児教育科　9期　勝山（吉津）知左子
母校設立 80 周年。とても喜ばしくま

た誇らしい限りです。大阪の城南学園

としてこれからも全国的に発展され

増々地域に根ざして行かれる事を願っ

ています。私事として長年勤めた仕事

を離れ第 2のライフスタイルをマイ

ペースで楽しんでいます。

幼児教育科　9期　加護谷（西村）八代美
今年の 3月で還暦を迎えましたが、ま

だ保育園の園長として日々子ども達と

楽しく過ごしています。益々の御発展

をお祈りします。

幼児教育科　10期　飯田恵美子
H.28.3 月に定年をむかえます。保育

一筋 40 年。たくさんのことを学ばせ

て頂きました。これからのことを考え

るとワクワクしてきます。元気で頑

張ってます。

幼児教育科　11期　大久保（上田）みゆき
短大を卒業してから38年間、保育士と

して働いてきました。定年1年きりあげ

て来 3月で退職予定です。短大のあと

地に保育園ができるとのこと、嬉しい

です。未来を担うこどもたちを育てる

よい保育士をも育てていって下さい。

幼児教育科　20期　吉岡（小松原）信子
菊朋会のお知らせ、いつもありがとう

ございます。なつかしく拝見しており

ます。今月で 50 才になりました。一

人息子は高校三年生、大学受験で、親

として精一杯応援してあげたいと思っ

ています。

幼児教育科　28期　清水（阪田）美穂
忘れた頃に届く封筒…。学名を見て、

一気に学生時代を思い出します。（笑）

国文科　3期　堀水（中屋）恵美子
創立 80周年、おめでとうございます。

城南短大で学んだことを感謝していま

す。当時はナマケモノで遊んでばかり

いましたが、現在、古典文学（特に万

葉集）をまじめに学んでいます。

国文科　4期　牧之瀬（中村）つる子
遠い鹿児島にいて年に一度の会報をお

届け頂き役員の皆様、会員の皆様に感

謝しております。私は学習センターに

通ったり友人との触れ合いを楽しんで

おります。

平成 27年6月に総会出欠ハガキにて
お寄せ頂いたものです。

いつも「菊朋会会報」を楽しく拝
見しております。私も今年で還暦
を迎えることになります。盛会を
祈ります。

堀　裕彦先生

満92 才。もう歩けません。要介護
2。外出は通院、通所のみ。介護車
が有難いです。先年〝晩年に想う″
（竹林館）を遺すべく出版しまし
た。
山田郁生先生（元幼児教育学科長）

卒業生の近況

会員だより

お た よ り先生から
の
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　会報 48号をお届けいたします。
　ご多忙の中ご寄稿下さいました先生方、卒業生の皆様、ありがとう
ございました。この会報を通して、母校の取り組みや発展を知って頂
ければ嬉しい限りです。
　次回の会報に向けて、一段と精進して参ります。どうぞご鞭撻下さ
いませ。� 会報委員　松尾有佳　瀬志保

編集後記

　平成 24年度の会報 44号から 4年もの間、お手持ちの記念品

のご寄贈をお願いしてきた母校と卒業生に関する歴史資料を集

めた展示コーナーが、ようやくオープンしました。場所は、第三学舎２階の旧学生

ホール跡。学園行事等の資料展示は「学校法人」、短大全体に関わるものは「短期大学」

としたほか、国文科・日本語表現学科、家政科・生活学科・生活情報学科、現代生活

学科・幼児教育科・総合保育学科、及び人間福祉学科・専攻科と、各科別の陳列ケー

スを並べ、最後に「菊朋会」として以上計７台を置いて、壁面は沿革の年表や写真と

菊朋会から頂戴した絵画を飾って、「カレッジ・ラ・城南ギャラリー」と名づけました。

　目玉は、創立以来の卒業アルバムを収蔵したデジタルサイネージ。タッチすると、

各期のアルバムが頁ごとに再現されますので、若き日のご自分や先生方に対面でき、

研修旅行や城南祭などの各行事やクラブ活動等、思い出を懐かしむことができます。

　昨年度は、短大の 50周年を含めて城南学園創立 80周年。同時に、わが国も戦後

70 年という節目でした。現在の日本

がその戦後史を原点として学ぶ必要があるのと同様に、大学も卒業生た

ちが作り上げた伝統と実績を基本的価値として再認識し、これからの教

育の発展に生かしていかなければなりません。その意味で、短大 50 年

の歴史記録は極めて重要で、資料は大切なものだと思います。

　母校にホームカミングの日は、ぜひこのギャラリーお訪ね下さい。母

校と卒業生のためのアーカイブスとして、今後も一層整備充実が図られ

るよう、ご協力をお願いします。

名誉教授　佐藤　隆一

—母校と卒業生のアーカイブスとして—

　菊朋会では、経済的理由で学業を続けていくことが困難な学生のために、平成 23年度から「菊朋会学

生支援育英金」を創設し、学生を支援しています。

　本学生支援育英金は、返還の義務がない奨学金を支給する制度で、菊朋会会費および寄付を財源として

います。したがって将来的に渡って奨学金の財源を十分に確保していくためにも、またこれからの学生の

未来のためにも、どうか皆さまのご支援とご協力をお願い致します。

学生支援育英金に関する寄付のお願い

※�卒業生の方は、振込依頼人の欄に「○○学科、○期、氏名」をご記入下さい。
　�教職員の方は、振込依頼人の欄に「教職員、氏名」をご記入下さい。

  お問合せ先　　事務局　西原　06―6702―9783

　　　※お問い合わせのお電話は平日（月～金）の 9：30～ 16：30 にお願いします。

  お振込み先
ミツイスミトモ　　　  コマガワチョウ

三井住友銀行　駒川町支店

（普通）1594125

オオサカジョウナンジョシタンキダイガク　キクホウカイ

大阪城南女子短期大学　菊朋会

 一口　1,000 円

Ｙ先生より 10口、国文科 2期Ｓ様より 10口、家政科 9期Ｏ様より 20口、
幼児教育科 7期Ｆ様より 3口、家政科 12期Ｎ様より 4口の寄付を頂きました。
ありがとうございました。

　卒業生を名乗る女性が「同窓生で集まりたいので、知って
いる人の連絡先を教えて欲しい」
　という電話をかけて来るというものが毎年 3月末～ 5月頃
にかけて起きています。
　菊朋会では、電話で携帯番号、住所等の個人情報をお聞き
することはありません。知らない人からの電話に連絡先を教
えないようによろしくお願いいたします。

ご注意ください

お目みえした「カレッジ・ラ・城南ギャラリー」




